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健康医療の目指すべき姿

これまで
（「医療・健康」と「日常」が分断）

これから
（「医療・健康」と「日常」の一体化）

日常医療

• 生活背景を踏まえた最適な
サービス利用

• 企業等の第三者による投資拡
大と本人のリテラシーの向上

• 具体的な健
康行動がイ
メージできず、
サボりがち

• 健康への投
資が不足

健康経営等による
投資拡大

PHRによる
健康医療情報
の利活用

アカデミア等と連携した
信頼性の確保
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ヘルスケア産業創出・振興に向けたアプローチ
（１）健康経営の推進（企業が従業員の健康づくりを「コスト」ではなく「投資」として捉え、

人的資本投資の一環として推進）需要面

供給面
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（２）PHR（パーソナルヘルスレコード:健康診断結果や日常の脈拍や歩数の
データ）を活用した新たなサービスの創出

（３）ヘルスケアサービスの信頼性確保を通じた社会実装の促進
（４）介護・認知症等の地域課題への対応
（５）ヘルスケアベンチャー支援
（６）医療・介護・ヘルスケアの国際展開

経済成⾧持続的な社会保障制度構築への貢献

国民の健康増進

目標

健康寿命を 2040年に75歳以上に
（2016年比＋３歳）※厚生労働省「健康寿命延伸プラン」より

公的保険外のヘルスケア・介護に係る国内市場を

2050年に77兆円に
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地域におけるヘルスケアビジネス創出の考え方
 「温泉」などの地域資源を活用したヘルスケアサービスの他地域への横展開可能性の検証

や、新たなヘルスケアサービスの社会実装に向けた取組を支援。

1 地域/地域間で健康を
支える仕組みを!

特定地域で不足し
ている医療・健康
資源、PHRの活用

ヘルスケア× ＝ QOL高い生活
の拡大

3 自然と健康になれる社会へ!
日常生活に係る
場面・場所、

ナッジ手法の活用
ヘルスケア× ＝ 無関心層の

健康増進

ヘルスケア産業
の創出・成⾧

2 他産業×ヘルスケアの可能性を!

温泉・ツーリズム

ヘルスケア× ＝ 地域経済への
貢献

農業等の他産業

一例



（参考）地域版次世代ヘルスケア産業協議会の設置状況

○青森県
○秋田県
○栃木県
○神奈川県
○静岡県
○富山県
○石川県

赤線( ) : 現時点で、地域の医師会が関与している協議会

 地域の関係者（自治体、医療・介護機関、民間事業者等）の連携を促進し、地域ニーズを踏まえたヘルス
ケア産業の創出を後押しするため、「地域版次世代ヘルスケア産業協議会」の設置の促進を図っているところ。

 地域版協議会は、全国５ブロック、１７府県、１７市区町の合計３９か所で設置されており、そのうち地域
の医師会が関与する協議会は、全国１ブロック、７県、８区市町（令和４年９月末時点）。

＜期待される効果＞
・地域の実情を政策
に反映

・地域間での課題、
その解決策の共有

・地域を越えたビジネス
マッチングの機会創出
・ビジネスフィールドの
拡大 など

中部地域 地域版協議会ネットワーク会議

四国の医療介護周辺産業を考える会

九州ヘルスケア産業推進協議会

北海道ヘルスケア産業振興協議会

沖縄スポーツ関連産業協会

○三重県
○福井県
○大阪府
○兵庫県
（神戸市）
○和歌山県
○島根県

＜設置済み＞都道府県
○広島県
○山口県
（山口市）
○徳島県
○⾧崎県

○盛岡市
○仙台市
○上山市
○いわき市
○大田区
○横浜市
○川崎市

○松本市
○浜松市
○大府市・東浦町
○堺市
○高石市
○尼崎市
○岡山市

○佐世保市
○合志市
○鹿児島市

＜設置済み＞市区町村
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（参考）認知症共生社会の実現

 認知症の方が、住み慣れた地域の中で尊厳が守られ、自分らしく暮らし続けることのできる社会（認知症共生社
会）を構築するため、買い物や社会参画等の生活課題に資する製品・サービスについて、本人や家族のQOL向
上等に関する効果検証を行うための実証事業を実施。（令和２～４年度事業）

 社会参画活動としての趣味教室が当事者のQOL維持に有用である可能性が示されるなどの結果を得た。

認知症フレンドリ
ーなスーパー
マイヤ

入院環境デザイン
メディヴァ

地域共生型オンライ
ンコミュニケーション
セーフティネット
リンケージ

テーマ・事業者 介入

週１回の買い物支援
（スローショッピング）

月1回5ヶ月、計5回の
オンライン旅行の体験

認知症フレンドリーな
環境デザインの導入
前後の比較

アプリを通じた週1回の
音声コンテンツ配信

「認知症共生社会に向けた製品・サービスの効果検証事業」の概要

隔週1回3ヶ月、計6回
の趣味講座への参加

旅行アクティビティ
NECソリューション
イノベータ

趣味教室
オールアバウト

MCI・認知症対応型趣味教室

• 様々な趣味講座
難易度に応じた教材の提供
楽しみながら学べる、継続でき

る、講座を提供
• 講師

当事者とのコミュニケーション研
修を受けた講師

認知症になってもやさしいスーパー

岩手県のスーパーマーケット
「マイヤ」の取組

• 店舗・サービスの取組
 案内表示等の整備
 商品の配置、照明・音等
 安心トイレの改修

• 店舗職員
 来客からの相談、必要に応じたサ

ポート

新潟県・秋田県の趣味講座
「オールアバウト」の取組
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経済産業省 商務・サービスグループ ヘルスケア産業課
地域ヘルスケアビジネス担当 bzl-healthcare-creation@meti.go.jp

【ご参考】

・「令和５年度ヘルスケア産業基盤高度化推進事業（ヘルスケアビジネス創出推進等事業）
地域ヘルスケアビジネス水平展開等推進事業」採択案件との連携に関するお問い合わせ

https://www.jri.co.jp/seminar/230430_606/detail/ ※公募自体は５/１２（金）で〆切

・経済産業省 ヘルスケア産業関連施策
https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/healthcare/index.html

・InnoHub:ヘルスケアイノベーションハブ（ヘルスケアベンチャー支援のワンストップ窓口）
https://healthcare-innohub.go.jp/

・PHRサービス事業協会 ※会員募集を実施中
https://phr-s.org/

・ACTION! 健康経営 ポータルサイト（by 日本経済新聞社）
https://kenko-keiei.jp/
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お気軽にご連絡下さい


